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　はじめに

カクレウオ科魚類 Carapidae はヒトデやナマコ

な ど の 体 内 に 寄 生 す る 種 が 多 く 知 ら れ る が

（Williams and Machida, 1992；町田，1997；藍澤・

土居内，2013；Inaba, 2017），一部に自由生活を

おくる種も知られている（町田，1997；藍澤・土

居内，2013）．本科魚類は日本から 13 種が確認さ

れており（藍澤・土居内，2013），このうち，ク

マノカクレウオ Echiodon anchipterus Williams, 1984

は，これまで国内において熊野灘からのみ記録さ

れていた（Williams and Machida, 1992；藍澤・土

居内，2013）．

琉球列島における魚類相調査の過程で，宮古

島北方からクマノカクレウオ 1 個体が得られた．

本標本は琉球列島における本種の標本に基づく初

めての記録となるため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Williams (1984) にしたがった．

計測はデジタルノギスを用いて 0.1 mm までおこ

なった．標本の作製，登録，撮影，および固定方

法は本村（2009）に準拠した．本報告に用いた標

本は，鹿児島大学総合研究博物館に保管されてお

り，上記の標本写真は同館のデータベースに登録

されている．本報告中で用いられている研究機関

略号は以下の通り：FRLM（三重大学大学院生物

資源学研究科附属水産実験所）；KAUM（鹿児島

大学総合研究博物館）；USNM（スミソニアン自

然史博物館）．

　結果と考察

Echiodon anchipterus Williams, 1984

クマノカクレウオ　（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 98604， 頭 長 21.0 mm， 全 長

130.1+ mm（尾部破損），宮古島北方の東シナ海，

水深 193 m，2011 年 5 月 20 日．

記載　体各部測定値の頭長に対する割合（%）：

背鰭前長 38.9；臀鰭前長 169.8；肛門前長 101.0；

上顎長 93.5；吻長 47.9；眼径 23.2．

体は前後方向に長い帯状で側扁する．鱗をも

たない．吻長は頭長の 0.2 倍，眼径の 0.9 倍．上

顎は下顎よりも突出する．口は斜行する．両顎前

部に上下 1 対の内側に湾曲する犬歯をもつ．主鰓

蓋骨に 1 鋭棘をもつ．上顎は円錐形の歯が密生し，

絨毛状を呈する．上顎の歯列は前部で 1 列，中央

部にかけて増加し最大で 7 列となり，後方に向

かって減少し後端で 2 列となる．歯帯を形成する

歯列は前部から中央部に向かって増加し，最大 6

列となり，後部に向かって減少する．鋤骨と口蓋

骨には顆粒状歯が密生する．下顎骨歯は乳頭状で

密生し、最大で 7 歯列．腹鰭をもたない．上顎後
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端は目の後縁を超える．擬鰓上の鰓弁は細長く，

1 列に並ぶ．第 1 鰓弓下枝上に棒状の鰓耙が 3 本

ある．鰓弓の上枝と下枝には小突起が密生する．

嗅板数は 22．胸鰭の軟条は 15 本，先端はよく伸

長し，臀鰭第 17 軟条直上に達する．背鰭起部は

臀鰭第 15 軟条基底直上に位置する．肛門は胸鰭

基部の垂直下付近にある．側線はよく発達し，主

鰓蓋骨上端からはじまり，体側中央部を直走する．

固定後の色彩　体は一様に茶褐色から淡褐色．

体側後部の上・下部には暗褐色点が散在するが，

中央部には少ない．

分布　本種の成魚はこれまでにフィリピン諸

島と熊野灘からのみ記録されていたが（Williams, 

1984; Williams and Machida, 1992；藍沢・土居内，

2013），本研究により，宮古島北方の東シナ海か

ら新たに記録された．仔魚がインド・太平洋から

記録されているが，詳細な分布域は不明である

（Markle and Olney, 1990; Williams and Machida, 

1992；詳細は後述）．

備考　記載標本は鱗と腹鰭をもたないこと，両

顎前部に上下 1 対の犬歯をもつこと，櫛状の歯を

もたないこと，上顎が下顎よりも長いことなどが，

Nielsen et al. (1999) により定義された Echiodon 属

の特徴と一致した．また，胸鰭軟条数が 15 であ

ること，両顎先端に緩やかに湾曲する犬歯をもつ

こと，鰓蓋上部に棘があること，肛門が腹鰭起部

の垂直下付近にあることなどが Williams (1984), 

Williams and Machida (1992)，および藍澤・土居内

（2013）によって報告された E. anchipterus の標徴

と一致したため，本種と同定された．

Echiodon anchipterus はフィリピン諸島から得

ら れ た 1 個 体（USNM 258905） に 基 づ き，

Williams (1984) によって新種として記載された．

その後，E. anchipterus は Markle and Olney (1990)

によって E. coheni Williams, 1984 の新参異名とさ

れた．しかし，Williams and Machida (1992) は E. 

anchipterus の胸鰭軟条数が 15–16 (E. choheni では

18)，嗅板数が 22（24），腹椎骨数が 19–21（18–19）

と異なることから，これら 2 名義種をともに有効

種とした．なお，E. coheni の成魚はソマリア北部

からのみ報告されている．

Williams and Machida (1992) は熊野灘から採集

された 1 個体の E. anchipterus（FRLM 10909，全

長 172 mm+）を報告すると同時に，本種に対し

て和名クマノカクレウオを提唱した．その後，日

本国内からの標本に基づくクマノカクレウオの記

録はなく，本研究の記載標本は，本種の琉球列島

における本種の標本に基づく初めての記録となる

と同時に国内における 2 例目の記録となる．

なお，E. anchipterus と E. coheni を同種とみな

した Markle and Olney (1990) は，E. coheni の仔魚

の標本 33 ロット（標本番号と個体数は不明）が

Fig. 1. Preserved specimen of Echiodon anchipterus from north of Miyako-jima island, Ryukyu Islands, Japan (KAUM–I. 98604, 130.1+ mm 
total length).



RESEARCH ARTICLES Nature of Kagoshima Vol. 43, Mar. 2017

55

インド洋東部から台湾，ニューカレドニアにかけ

てのインド・西太平洋から得られているとした．

ま た，Williams and Machida (1992) は Markle and 

Olney (1990) が報告した E. coheni の仔魚のうち，

7 個体を E. anchipterus の仔魚とし，その計数形

質を報告したものの，7 個体の標本番号や産地は

記述されておらず，本種の仔魚の詳細な分布範囲

は不明である．
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